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 第一部　

総括

　武蔵野美術大学（以下、「MAU」）は、2021年に森町と「地

域連携に関する協定」を締結し、以来、毎年、複数の学

生が1ヶ月間ほど森町に暮らし、フィールドワークの中で

得た知見をもとに、森町の魅力や課題解決のためのデザイ

ンを構想するプログラムを実施してきた。このプログラムで

森町に滞在した学生達は、その後、何度も森町を再訪す

るようになり、中には卒業後に移住する学生達も出てきた。

2022 年以後、既に4人の卒業生が森町や函館に移住し、

仕事を得て暮らしている（うち一人は森町役場職員、2人

は森町の地域おこし協力隊員）。

　株式会社日本総合研究所（以下、「JRI」）は、2022 年

11月にMAUと「自律協生社会の実現」をテーマとする共

同研究契約を締結。共同研究拠点としてMAU市ヶ谷キャ

ンパスに「自律協生スタジオ（通称コンヴィヴィ）」を開設し、

両者の研究活動を進めることとなった。その研究フィール

ドの一つに森町を設定し、2022 年11月以後、原則、毎月、

森町を訪ね、研究・実践を重ねている。

　MAUと JRI が掲げる自律協生社会（コンヴィヴィアル・

ソサイエティ）とは、人が他の存在と力を合わせる中で実

現する、共に生きる喜びに満ちた、生き生きとした社会の

ことを指す。自律協生社会において個は自由で創造的にな

り、その持てる能力を十全に発揮する。他者や自然やテク

ノロジーの力を借りることで、自分一人ではできなかったこ

とが可能になり、個と全体がその本領を発揮する。それが

自律協生社会が思い描く社会像である。

　このような社会にシフトするための条件と方法を探るべ

く、MAUと JRI はフィールドワークを重ね、多くの森町市

民と対話してきた。また、そうして知り合った人達と宴を

定期的に開催することで、今まで関わりのなかった人々を

つなぎながら緩やかなコミュニティを醸成してきた。「オニ

ウシ変態解放区」（以下、「解放区」）と名付けられたその

コミュニティは、職種も世代も性別もバラバラだが、つな

がりの中で新たな仕事が生まれたり、仕事に好影響をもた

らすイノベーションが生まれたり、後ろ向きだった人が新し

い挑戦を始めたり、といったことが起きている。自律協生

社会の前提は、個の自律・主体性の発揮にあるが、解放

区は、メンバーの自律・主体の発揮を促しつつ、協生を生

み出す場として機能し始めているのである。その意味で、

1．本事業の全体像
1-1 本事業の背景
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期せずして、解放区は自律協生の場となったと言えよう。

当初から解放区に積極的に参加してこられてきた岡嶋町長

も、その息吹に触れる中で、自律協生こそが、これからの

森町には必要と唱えるようになり、先の町長選挙でも、「自

律協生」を公約に掲げられたという経緯がある。

　自律協生の町づくりは、トップダウンではなく、市民の

自律的・主体的な協働の取組みをベースに、ボトムアップ

で進められるべきものである。とは言え、ほとんどの人は

町に対して自分が何かできるとも、したいとも思っておら

ず、町民発の取組み、自律協生の町づくりの契機は乏しい。

勿論、誰だって自分の仕事や暮らしを良いものにしたい、

心豊かに、喜びに満ちた人生を送りたいとは思っている。

ただ、それを町づくりに結びつけて考える発想や手立てが

ないのである。行政が掲げる都市計画や町のビジョンは、

ほとんどの人にとっては縁遠いものに映る。ワークショッ

プや検討委員会、パブリックコメントなどを通じた町民参

加も、その多くは形式的なものに留まり、町民が本当の意

味で参加するものにはなれていない。このため、町づくり

や町の運営、行政の意思決定に関して、自分達が関与し、

参加できているという感覚、自分達の声が届き、意思決定

に影響を与えているという実感をほとんどの町民が持ち得

ていないというのが実状である。

　このような状況の中で自律協生の町づくりを進めるに

は、まず何よりも、町民が町づくりや行政の意思決定に、

関与し、参加できているという感覚、自分達の声が届き、

意思決定に影響を与えているという実感を持てる必要があ

ると考えた。また、その前提として、町民一人ひとりが町

の歴史や現状を知り、未来に思いを馳せる機会を持つこと

が重要と考えた。さらに、以上のことは、大人だけではなく、

未来を担う子ども達も対象に含めるべきだろうと考えた。

　以上の考え方に基づき、本事業では、大きく分けて、①

町民を対象にしたワークショップ、②森町の過去と現状に

関するリサーチ、③ワークショップの成果とリサーチ結果

を町民向けに発表する展覧会、④森町の豊かさを体感して

もらうためのマルシェ、⑤森町のこれまでとこれからを町

長と共に考えるフォーラム、の5つで構成することとした。

1-2 本事業の趣旨と構成

　ワークショップは、一般町民を対象にしたものと中学生

を対象にしたものとの2系統を実施した。一般町民を対

象としたものは、将来の夢や願いや望みを絵に描くワーク

ショップである。職業・年齢・性別の異なる100人に声を

かけ、10 年後の自分のありたい姿を考え、絵に描いた上で、

語ってもらった。「100人スケッチ」と名付けたこのワーク

ショップは、たくさんの「私の未来」を集めれば、集合無

意識的に「私たちの未来」があぶり出され、「森町の未来」

に対する示唆を得ることができるのではないかという仮説

に基づき行ったものである。

　中学生は、森中学と砂原中学の2年生、約100 名を対

象にした。生徒達に森町の好きな風景や気になるシーンを

写真に撮ってもらい、タイトルをつけて皆で語り合う「フォ

トオブザベーション」と呼ばれるワークショップを体験して

もらった。これは、子ども以上、大人未満の目で切り取ら

れた「森町の今」を見つめることを通じて、町の魅力を発見・

認識するための作業である。

　リサーチは、主に「森町のこれまで」を探索した。地形

や自然や気候、文化や生業や社会がどう変化してきたかを

調べ、森町にはどんな人がどんなふうに生きてきたのかを

理解することに努めた。

　以上を通じて得られた「森町のこれまで」と「森町の今」、

さらに「私の未来」を通じて見えてくる「私たちの未来」と

「森町の未来」、これらを展覧会形式で展示し、広く市民に

見てもらうこととした。また、展覧会に併せて、森町の豊

かさを体感してもらうために、農林漁業者による一次産品

や加工品の直売、森町のクリエイターによる作品販売やス

テージイベントを行うことで、「森町の今」の豊かさを体感

できるようにした。

　以上に加え、「森町のこれまで」と「森町のこれから」を

考えるためのフォーラムも開催した。このフォーラムでは、

MAUと JRI が森町で実践してきた研究の内容と成果を報

告した上で、町長と中学生との対話を通じて、「森町のこれ

から」を考えた。
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2．本事業の実施状況
2-1 一般町民対象のワークショップ「100人スケッチ」

　10 年後の自分を思い描き、その周囲にその時の自分の

そばにある事物や風景、人を描くということを基本ルール

に、多様な町民にスケッチを描いてもらった（図1）。絵を

描いてもらった後は、一人ひとり説明してもらう。互いの未

来予想図を聞くのは楽しく、ワークショップは終始和やか

に進めることができた。各人の語りはテキストで記録した。

　ワークショップは、5月16日から7月16日までの 3ヶ

月間の間に、24 回に分けて行い、計101人の方に参加頂

いた。10 代から80 代まで、職業も性別も多様な人々が

ワークショップに参加してくれたため（図2）、実に多様な「私

の未来」が集まる結果となった（図 3）。

　一人ひとりの「私の未来」を100人分集めた時に、集

合無意識的に「私たちの未来」が浮かび上がってくるので

はないかという仮説を持っていたが、実際に出来上がって

きたスケッチを並べて眺めてみると未来に対する望みや

願いは意外とシンプルで、今の延長で、健康でお金に困ら

ず、趣味の仲間や友達に囲まれて、今よりも自由に、より

楽しく生きていけたら良いというあたりに収斂することがわ

かった。絵を描いていたいとか音楽活動をしていたいとか、

表現活動への思いが意外と多くの方に共通して見られたの

も興味深かった。また、多くの人が駒ヶ岳を絵に描き入れ

ていたのも印象的であった。駒ヶ岳はそれだけ町民にとっ

て身近で大切な存在ということなのだろう。多くの町民に

とって、森町に生きるということは、駒ヶ岳と共に生きると

いうことと同義なのかも知れない。

　各人のスケッチと語りから「私の未来」の要素を抽出し、

図表 1　100人スケッチの実施風景

ワークショップ参加者の男女比

ワークショップ参加者の年齢構成

図表 2　「100人スケッチ」ワークショップ参加者の年代、
　　　　性別構成

似たようなものをまとめて関連づけてみたものが図 4であ

る。これは「私の未来」から浮かび上がってきた「私たち

の未来」と言える。この「私たちの未来」は、「森町の未来」

に対する人々の希望や願いと言って良いだろう。
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図表 3　多様で個性溢れる一人ひとりの「私の未来」

図表 4　「私の未来」の要素を抽出し、関連づける中から浮かび上がった「私たちの未来」
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　森中学と砂原中学の2年生、約100名を対象に行ったフォ

トオブザベーションは、授業の時間を利用して、合計 4回

行った。1回目は説明。2回目以後は、各自が撮ってきた写真

（基本は学校で配られているタブレットで撮影したが、家の

デジカメで撮った生徒もいた）とそれに付したタイトル・解説

文を授業中に組成された5～ 6人のグループ内で評価し合

い、アドバイスを与え合う時間とした。4回目までに、自分の

気に入った1枚を選び、タイトルと解説文を完成させる。そ

れをこちら側で引き取り、プロのデザイナーにタイトルと解説

文をレイアウトしてもらってポスターに仕立てるというのがワー

クショップの全体像である。ワークショップは図表 5の日程で

行った。森中学校は2年生が2クラスあったため、それぞれ

で実施した。

　当初は戸惑っていた中学生達だったが、各グループに一人

ずつこちら側の人員を配置し、写真の見方やタイトルの付け

2-2 中学生対象のワークショップ「フォトオブザベーション」

図表 5　フォトオブザベーションのスケジュール　 図表 6　中学校でのワークショップの様子

図表 7　作品集「もりまち百景」を参加した中学生に配付した

方についてポジティブな評価をし続けたところ、回を重ねるご

とに写真やテキストの表現が豊かになっていった。表現をす

るということに慣れていない様子の生徒が多かったが、表現

に正解はなく、自由に、思うままにやって良いのだと言い続け、

励まし続けたところ、段 と々要領を得ていき、楽しくなっていっ

たように見受けられた。各地でフォトオブザベーションを実践

してきたMAU若杉教授も、中学生を相手にやるのは初めて

で、どこまで出来るか未知数だったが、中学生でも問題なく

遂行できる、ということを確認できたワークショップであった。

　最後は、生徒達が4回目までに選んだ写真に、やはり生

徒達自身が付したタイトルと解説文をレイアウトして、ポスター

に仕立てた。このポスターは、百人百様の見方で切り取った

「森町の今」を映し出すものとなった。これを「もりまち百景」

と名付け、作品集として冊子にまとめ、参加者に配付した。
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図表 8　生徒達が撮った写真は最後はポスターに仕立てた
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　「100人スケッチ」による「森町の未来」の可視化、「も

りまち百景」による「森町の今」の可視化に加え、「森町の

これまで」を可視化するため、縄文時代に遡る森町の歴

史と地形や地勢や地質的な特徴、さらに産業の動向（産

業別就業人口、漁獲高、農産物と畜産物の販売実績の推

移）と人口動態について調査した。この調査を通じて、森

町は古代から交通の要衝であり、加えて火山である駒ヶ岳

の恵みと暖流と寒流が流れ込む噴火湾の豊かさが支えと

なって、縄文時代から現在に至るまで人が住み続けた場所

であったこと、とりわけ縄文時代には北海道の中でも最も

人口密度の高い集落であったことなどを明らかにした。こ

れらのリサーチ結果は、見やすいようインフォグラフィック

スの手法を使って可視化した。

　「私の未来」から「森町の未来」を示唆するものとなった

「100人スケッチ」、「森町の今」を中学生が切り取った「も

りまち百景」、それにリサーチによって明らかになった「森

町のこれまで」。これらを広く町民に見てもらえるよう、「み

んなの森町展」と題する展覧会を開催した。展覧会の初

日には、「森町の今」を体感してもらえるよう、森町の生産

者が集うマルシェ「森町市場」を一日限定で開催した。

　「みんなの森町展」と「森町市場」の会場となったのは、

砂原の掛澗地区で長く使われていなかったかつての漁網倉

庫（大ト島田倉庫）である。海沿いの駒ヶ岳を一望できる

場所に立地し、木造で広大な内部空間と広い駐車スペース

2-3 「森町のこれまで」のリサーチ

2-4 展覧会「みんなの森町展」とマルシェ「森町市場」

を持つこの倉庫は、展覧会とマルシェをするにはうってつ

けの場所であった。

　この倉庫の存在は、解放区のメンバーでもある砂原の漁

師から教えてもらった。立地も空間も非常に恵まれた物件

なので、放置しておくのは勿体ない。使えるようにできたら、

直売所をやってみたいというのがその漁師の思いだったが、

ならばそれを実現してみようじゃないかということで動き出

したのである。

　所有者にこちらの希望を述べたところ、原状復帰を条件

に倉庫の使用許可がおりたので、早速、準備にとりかかっ

た。長らく通電していなかったが、電線は生きており、電

気を通すことは難しくなさそうだった。トイレがないのが

ネックだったが、これは仮設トイレを設置することで対処

した。役場に話したところ、20周年記念事業と位置づけ

てくれることになり、展覧会とマルシェの開催に必要とな

る最低限の実費は何とか確保できることとなった。そこで、

下記の日程で展覧会とマルシェを開催することとした。マ

ルシェは生産者が忙しい時期であることから、一日限定と

した。マルシェに付随して、道南スギを生かした縁日も開

催した。

みんなの森町展：　

2025 年 8月30日（土）～ 9月6日（土）11時～17 時

森町市場（縁日含む）：

2025 年 8月30日（土）11時～16 時

会場構成は図表 9のとおりである。

図表 9　展覧会とマルシェの会場見取り図
- 総括 -10



図表 10　展覧会とマルシェの会場となった倉庫の外観と内観
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　マルシェでは、野菜（複数の農家から出品。販売は、農

家と連携している福祉事業所が実施）、鮮魚・干物（漁師

による直売）、パン・スイーツ（生産者による直売）が販売

されたほか、森町に縁のあるクリエイターによる作品販売

と書店による書籍販売も行われた。軽トラカフェを倉庫内

に入れて、コーヒーも販売した。さらに、砂原中学校生徒

による研究成果の発表と野菜の直売、森中学校生徒によ

るハーバリウムペン制作のワークショップも行われた。

　縁日には、射的と金魚掬い（実際は魚釣り）を用意。射

的はゴム鉄砲と標的を、魚釣りは魚を、それぞれ道南スギ

で制作した。用意されたステージでは、町内のミュージシャ

ンによる演奏が行われた。

　砂原地区では放送が流れたため、地元の人を中心に、

11時の開店と共に人が押し寄せ、鮮魚・野菜コーナー、パン・

スイーツコーナーを中心に大変な賑わいを見せた。時間限

定だった鮮魚・干物コーナーには黒山の人だかりができ、

スイーツも午前中には完売する店が出た。砂原中学の野菜

も早々に売り切れた。午後は一転、穏やかな空気の中で、

コーヒーなどを飲みながらゆっくり見て回る人が多かった。

図表 11　マルシェ開始直前の会場風景

図表 12  マルシェで販売された品々
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図表 13　砂原中学校の生徒による野菜販売と研究発表風景

図表 14　開始直後のマルシェの賑わい

図表 15　縁日の様子（左は射的、右は魚釣り）
13- 総括 -



図表 16　ステージでは地元のミュージシャン so-ta が音を奏で続けた

図表 17　森町在住の書家・白土ひなたさんによる 20周年を祝う書も展示された

　マルシェと同会場で開催された「みんなの森町展」では、「も

りまち百景」と「100人スケッチ」、そして「森町のこれまで」

のリサーチ結果をパネルに仕立てて展示をした。初日の午前

中はマルシェに人だかりができ、展覧会を見る人はほとんど

いなかったが、午後になって落ち着いてからは、じっくりと展

覧会をご覧になる方が多く見受けられた。マルシェは一日だ

けの開催だったが、「みんなの森町展」は、できるだけ多く

の町民に見てもらうべく、9月6日までの一週間の開催とした。
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図表 18　「みんなの森町展」外観

図表 19　展覧会入口に設置された案内版

図表 20　「もりまち百景」の展示風景
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図表 21　「100人スケッチ」展示風景

図表 22　「森町のこれまで」に関するリサーチ結果の展示風景

図表 23  意見や感想を書き残せるコーナー

　展覧会の最後に、見た人が意見や感想を書き残せるコーナーを設けたところ、

多くの書き込みがあった。
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図表 24　若杉教授（左）と井上チーフスペシャリスト（右）による成果報告

図表 25　中学生による「もりまち百景」の発表

図表 26　中学生と町長との対話

　「みんなの森町展」と「マルシェ」の開催に先立ち、「森町のこれまでとこれからを話し合おう」と題したフォー

ラムを開催した。日時は8月29日（金）18時～20時、場所は森町公民館の2階講堂。

　フォーラムでは、まず、MAU若杉浩一教授とJRI 井上岳一チーフスペシャリストから、2022 年から森町を

舞台に実施してきた共同研究の成果報告を行った。「森町のこれまで」を俯瞰しつつ、MAUとJRIが関わり始

めてから森町で生まれてきた動きを報告した上で、「森町のこれから」を敷衍する内容であった。

　次に、森中学校の生徒 5人と砂原中学校の生徒 5人が舞台に上がり、「もりまち百景」の中で自分が特に

気に入った1枚についてそれぞれ説明してもらった。中学生の目に映る「森町の今」を皆で確認した。

　その後は町長も交えて、若杉教授と井上チーフスペシャリストがモデレータを務めながら、対話を行った。フォ

トオブザベーションに参加した女子中学生から、「私はこの町のことが嫌いで、将来は出て行こうと思っていた

けれど、フォトオブザベーションをしていたら、この町に住んでも良いかもと思えるようになった」というコメント

があり、町を見つめ直すことの効果を思いがけず知ることができる、貴重な機会となった。

2-5 フォーラム「森町のこれまでとこれからを話し合おう」
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　最後に、会場で中学生達の話を聞いていた武蔵野美術大学の樺山祐和学長からコメントがあった。「美術は、

お金はもたらさないかもしれないが、圧倒的な自由を人に与えてくれる」という学長のメッセージが印象的だった。

最後に、フォーラムと展覧会・マルシェの開催を告知したチラシを掲載しておく。

図表 27　武蔵野美術大学樺山祐和学長が最後にコメントを述べた

図表 28　20 周年記念事業としての開催を告知するチラシ
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3．本事業に対する評価
　新町誕生20周年記念事業として行われた本事業に対する町民の評価を測定することは難しい。フォ

トオブザベーションに関しては、参加した中学生と教員にアンケートを実施しているので、参加した側

のこの事業に対する評価を把握することは可能である。　　

　「みんなの森町展」については、来場者アンケートをとったものの、来場者全員からとれている

わけでなく、一定の傾向は見られるものの、これをもって町民の評価とするのには無理がある。一

方、会場には、ポストイットにコメントを書いて意見や感想を書き込めるコーナーをつくったが、ここ

には多くのコメントが寄せられた。これも評価の一つと言えるだろう。その他、マルシェの出展者に

は終了後の反省会でコメントをもらっているので、それも本事業に対する町民の評価と言えるだろう。

「フォーラム」についても、参加者に対してアンケートを行っている。

　以下、フォトオブザベーションに対する評価、みんなの森町展に対する評価、フォーラムに対する

評価、の順で見ていくこととする。

3-1-1　生徒による評価

　アンケートの回答があったのは、森中学校（2クラス）の 56 名と、砂原中学校（1クラス）の21名、

計77名。それぞれの設問に対する回答の集計結果は以下のとおり。

3-1 「フォトオブザベーション」に対する評価

Q1.　 フォトオブザベーションに参加した中で、どの作業が一番面印象に残っていますか？（複数回答可）

Q2.　 フォトオブザベーションにまた参加したいと思いますか？

写真を撮ること

皆で話し合うこと

他人の撮った写真を見ること

写真のタイトルや解説を考えること

撮るべきものを探して町を歩くこと

ポスターが展示されたこと

冊子ができあがったこと

その他

0 5 10 15 20 4030 3525 （人）

46.8%

53.2%

そう思う

そう思わない

77件の回答
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Q2 関連　「思わない」と答えた方は、その理由を教えてください。

Q3.　フォトオブザベーションの良いところは何だと思いますか？（複数回答可）

Q4.　 フォトオブザベーションの実施回数（最初のオンラインの講義を入れて4 回）は適切でしたか？

Q4関連 .　「 もっと多くて良い」「もっと少なくて良い」という方は何回が適切だと思いますか？

「もっと多くて良い」と答えた生徒は 6回程度、「もっと少なくて良い」と答えた生徒は 2回程度が良いと

答えている。「もっといっぱい」と答えた生徒もいた。

写真を撮るべきところを探すの
が大変だから

タイトルや解説を考えるの
が大変だから

皆と話し合うのが苦手だから

単純に面白くないから

0
35件の回答

10 20 30

26（74.3%）

23(65.7%)

6(17.1%)

4(11.4%)

（人）

他の人の視点や意見を聞いて、自分の枠を広げることができる

普段と違う眼で町や暮らしを見つめ直すことができる

写真を見せ合うことが面白い

写真にタイトルや解説を考えることが面白い

写真を撮ること自体が面白い

プロがポスターに仕立ててくれることが魅力的

冊子や展覧会で見せることが良い

不思議を掘り下げていくのが面白い

5回

５－６回

6回

7回

もっといっぱい
作ってみたい

１－２回

２回

２－３回

3回

0

0 0

5

0.5 1

10

1 2

15

1.5 3

20

2 4

40 4530 3525

2.5 5 6

（人）

適切だった

もっと少なくて良い

もっと多くて良い

「もっと多くて良い」 「もっと少なくて良い」

9.1%

15.6%

75.3%
77件の回答
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Q5.　今回の授業では様々な大人がファシリテーターとし

て参加しましたが、大人たちと関わる中でどのようなことを

感じましたか？（自由記述）

•面白かった

•人々と関わる楽しさ

•いろんな考え方やものの見え方などがたくさん知れてよ　

　かったです。

•特に何も感じなかった

•自分たちの視点だけじゃなく、大人の視点もあることで　

考え方を面白くしたり、アレンジしたりできた。

•大人目線の意見も面白いと思った。

•世代別の視点

•大人と私たちでは考えることや思ってることが全然ち

　がった

•違う発想を持っているなと思った

•大人の人との関わりも持てて、友達との見せ合いの時に　

ももっと深く関われた。

•大人と子供では視点が違うんだなと感じた。

•大人と子供では見る視点が違うんだと思った。

•色んな考えを教えてくれて嬉しかった

•特にないです。

•どんな写真でもいいところ、工夫した方がいいところを　

　詳しく説明できてすごいと思った。

•自分とは全く違う考えを持っていて面白かった

•少し緊張した。

•思ったより自由に写真を撮れるんだと思った

•いつもと違う見方ができた

•普段あまり関わらない方達だったので楽しかったし面白　

かったです。

•何をしたらいいのかなどの色々説明してくれて助かりま　

　した

•写真からどんな風に感じられるかをみんなで考えられた

•大人の意見や考え方がわかった。

•話しやすくてよかった

•作品をまとめてわかりやすくなっていて、いいなと思った

•自分たちじゃ出てこないような感想が出てきたりして面　

　白い

•みんな面白いなと思いました。

•大人と子供で色々な意見が出るんだな

•交流できた

•知らない人たちと取り組むのが楽しかった

•交流ができて楽しかった

•話し合う大切さ

•あまり感じなかった

•大人と子供では写真の感じ方や感性が違うなと感じた

•楽しさ

•タイトルをつけるとき、自分では思いつかないようなアイ　

　ディアが出てきたのですごいと感じました。

•少し緊張したげど、アドバイスをくれて改めて直すと良い　

　ところや改善点が知れたことです。

•いろんな人と関われて楽しかった

•ありがたいと思った

•いろいろ学べた

•ありがたいなと思った

•ない

•仕事はこんな似た感じなのかと思った

•自分の考えにはない考えとか思考を持っていたりしてへ　

　えーってなることが多くて勉強になった

•生徒とは少し異なる見方・考え方があったと思う

•ちゃんとまとめてくれてよかったです。

•関わったことのない大人の助けを借りて授業を受けるこ　

　とが少し緊張した。

•人と関わるのは大事なことなんだと感じた。

•すごいと思った

•アドバイスをくれて、楽しかった。

•話し合いなどをスムーズに進めてくれたのでやりやす

　かった。

•自分では思いつかないタイトルとかをたくさん言ったりし　

　ていてすごいと思っ

•大人でも子供のような考え方だったりがあったこと

•アドバイスとか結構もらえて良かった

•いろんな視点から見れた

•いろいろなことを教えてくれること

•自分の作品に対しての大人からの意見などを聞けて良

　かったし色々学ぶところがあったと思う

•考えが違うなと思った

•大人の意見が凄かった

•専門的な知識やお話は、自分じゃ考えがつかないもの　

　もあってとても勉強になった

•解説やタイトルを考える時に手伝ってもらって嬉しかった

•関わりやすくてどうしたら良くなるとか意見をくれてわか
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　りやすかった

•わかんない

•ちょうどいい間

•タイトルの案を考えるのがとても上手だと思った。

•おもしろかった

•自分たちとは違う考えがあった

•足りない部分も足せた

•とても賑やかでとても面白かったです。

•いろいろな視点で考えることができたこと。

•一つのものでも色々話が広がる

•大人の人の意見も聞けてより良いものにできるなと感じ

　ました

•大人との関わりで色々なことを考えられた。

•私の作品をもっと良くするためにアドバイスや直した方が

　いいところを教えてくれて良かった

Q7.　 もう一度フォトオブサベーションを行う機会があれば参加しますか？

Q6.　 今回、特別な授業として行いましたが、通常の授業に取り入れるべきだと思いますか？

Q8.　 砂原（掛澗）の倉庫で行われた展覧会「みんなの森町展」での「もりまち百景」での

　　　ご自身の写真の展示はご覧になりましたか？　

40.3%

59.7% そう思う

見た

そう思わない

見なかった

参加する

回数や時期次第で考える

参加しない

46.8%

24.7% 28.6%

15.6%

84.4%

77件の回答

77件の回答

77件の回答
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Q8.　関連　 展示をご覧になった方、展示をご覧になって、どのようなことを感じましたか？（自由記述）　

Q9.　作品集や展覧会でポスターとなった自分や友達の作品を見て、どのようなことを感じましたか？（自由記述）　

Q10. その他、講師陣や先生などに対して感想や意見、質問などがあれば自由に書いてください。（自由記述）　

•みんなのを見て、すごいと思った

•色んな考えがあって面白い

•綺麗だと思った

•雰囲気が暖かくてよかった。

•中学生の撮った写真がたくさん並んでいることが新鮮

　だったし不思議で面白かった。

•森町砂原にはいろいろな場所があると思った

•みんな頑張ったなーと思った

•個性豊かな感じでとても面白かった。

•自分たちも負けじと宣伝をしたけど、先に完売されて悔

　しいです。

•人それぞれ撮ってるものが違って、自分と違う視点が色々

　わかった。

•面白くて個性がでてた

•自分では気づかなかった見方が面白いと感じた。

•自分のが良いのかあまりよくわからなかったけど、友達

　のはいい作品だと思った

•みんな個性豊かだなと思った

•自分と全く違うのを作っていて、こういう考えもあるんだ

　と思った

•みんな撮るのが上手だと思った

•いいなと思った

•砂原や森のいろんな風景を見れて魅力を感じた

•発想が面白かったり、綺麗だったり、どれも魅力的に感

　じました。

•自分とは違う色々な見方があっておもしろかった

•みんな一人一人個性溢れる感じがあって見てて面白かった

•みんな写真を撮るのが上手で、解説のところもなるほど

　なと何回もうなりました。

•自分とは違う考えがあるんだな

•面白かった

•自分と同じ空の写真でも色々なタイトルや解説、捉え方

　があったので面白いと感じました。

•みんな面白い

•綺麗だな、変わってるなって思いました

•色んな見方があるなって思った

•自分には思わなかった写真のタイトルがあるんだなと感

　じた

•説明の文字が小さかったので、ポスターは自分の思い通

　りにいかなく、自分で作れたら嬉しかった。

•絶対に自分では思いつかないようなタイトルだったりして

　面白い。

•すごいなぁー

•おもしろかった

•写真に対する見方が変わった。みんなのみかた次第でい

　ろんな物語や、場面を想像したりできるところが面白かった。

•みんな面白かった

•そんな視点もあるんだとか色々面白かったです

•いろんなのあって面白かった

•個性

•当たり前のものをいろんな視点から見ることができてい

　てすごいと思った

•面白い

•自分たちが撮った写真が展示されていてすごくみんなの

　作品が魅力的に感じた

•みんな写真が個性的で面白いなと思った。

•すごいなって思った

•他の人の写真や意見が面白くてとても面白かったです。

•楽しい授業をありがとうございました

•みんなの写真見て話し合ったりするのが楽しかったです

•教授の意見や話が面白かったです

•講師の方々が面白くて楽しかった

•ない

•貴重な体験ありがとうございました♪
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　残念だったのは、砂原地区で開催された「みんなの森町

展」を見に行った生徒が、ごくごく少数に留まったという

事実である。できれば全員に見てもらいたかったが、そう

はならなかった。学校側にも働きかけをお願いしていたが、

そこは限界があったようである。展覧会会場は、どちらの

中学校からも遠く、中学生が気軽に見に行ける場所ではな

かったことが要因と考えられるが、かえすがえすもその点

が残念であった。

　我々外部の講師との関わりが、概ね好意的に受け止めら

れている点は良かったと思う。Q3から窺えるのは、生徒

達は自分の枠を超えたがっていることで、そのためには、

親とも教師とも異なる価値観を持つ第三の大人と関わり、

対話をすることが、非常に重要な意味を持つのではないか

ということが、Q5の「様々な大人たちと関わる中でどのよ

うなことを感じたか」への生徒達の回答の中から感じ取る

ことができる。

砂原中学（21人）

森中学（56人）

思う

思う

思わない

思わない

〈考察〉

　Q3の「一番印象に残った作業」は、「写真を撮ること」

が一番票を集めたが、「皆で話し合うこと」「他人の撮った

写真を見ること」と答えている人も同等に多い。Q4 の「他

の人の視点や意見を聞いて、自分の枠を広げることができ

る」が一番になっており、写真を通じて他者とコミュニケー

ションすることに、多くの生徒が価値を感じていることが

わかる。同時に、「普段と違う眼で町や暮らしを見つめ直

すことができる」をフォトオブザベーションの良い点と評価

している生徒も多く、フォトオブザベーションの本質を中学

生が理解していることには驚かされた。その他の問いに対

する回答を見ても、フォトオブザベーションに参加したこと

が生徒達にとっては得がたい貴重な体験となっていたこと

が窺える。

　その一方で、Q2の「フォトオブザベーションにまた参加

したいか？」との問いに対しては、かろうじて過半数が「そ

う思う」と答えているものの、半数近くが「そう思わない」

と答えており、生徒にとって、フォトオブザベーションが必

ずしも大歓迎のプログラムではなかったということがわか

る。「そう思わない」理由としては、「写真を撮るべき場所

を探すのが大変だから」「タイトルや解説を考えるのが大

変だから」を多くの生徒が挙げており、負担感を感じてい

る生徒が少なからずいたことが窺える。これは、Q6の「フォ

トオブザベーションを通常の授業に取り入れるべきか？」

との問いに対して、過半数が「そう思わない」と答えてい

ること、Q7の「もう一度機会があったら参加するか？」の

問いに対し、「回数や時期次第」と答えている生徒が多い

ことからもわかる。とは言え、Q7で「参加しない」と答え

ている生徒は全体の1/4 に満たず、二度とやりたくないと

いうような強い否定感情を持っているわけではないことが

わかる。

　実際にワークショップをしていて感じたのは、砂原中学

校の生徒は学校の外の写真、とりわけ風景の写真が多かっ

たのに対し、森中学校の生徒は圧倒的に校内や室内の写

真が多く、それゆえに風景というより事物の写真が多いこ

とだった。森中学校の生徒はできるだけ学校にいる時間内

に撮影を済ませてしまおうという意図が透けて見えた。

　また、一クラスが 20 名余の砂原中学と一クラスが 30

名超の森中学校とでは、こちら側の関わり方でも違いが

あった。砂原中の場合、45 分の授業時間の中でも、十

分に一人ひとりの生徒と対話できるように思えたが、森中

学ではそれが難しく、どうしても一人ひとりの生徒と深いコ

ミュニケ—ションができないという限界があった。「他者と

のコミュニケーション」がフォトオブザベーションの本質的

価値の一つであるとすれば、森中学校の生徒は、時間的

制約があるがゆえに、質の高いコミュニケーションを提供

できなかったという反省がある。

　実際、Q2に対する回答を学校別に集計してみると、砂

原中学校では、ほぼ 3/4 の生徒が「また参加したい」と思っ

ているのに対し、森中学校では、逆に、そう思っている生

徒は半数に満たないという、明確な違いが生まれている。
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3-1-2　教師による評価

森中学と砂原中学の5人の教師がアンケートに回答してくれた。それぞれの設問に対する集計結果は以下のとおり。

Q1.　フォトオブザベーションにはどのような可能性があると思いますか？（複数回答可）

•表現に自信を持てるようになった。

•話にしっかりと耳を傾け、理解しようとし、また集中して取り組んでいる場面が、普段の学校生活以上に

　多く、素晴らしかったです。

•“これくらい自己表現してもいいんだ ”という表現する上での限界？線引き？が広がったような気がします。

•大人と接することで自分自身を深く見つめることができたように思う。

•普段の授業の際は、子どもたちのみで交流することが多く、今回、大人の方々が場を温めてくださり、

　より多くのアイデアや表現が生まれたように感じました。

言語・非言語を問わず、表現への関心を高めることにつながる

対話や作品に触れることを通じて他者への関心が育つ

対話や題名付けの作業を通じて言語的なスキルを高める

作品が他者に評価されることで、自己肯定感が向上する

観察力を高める

写真も自己表現なのだということに生徒自身が気づける

地域への関心や愛着が育つ

その他

0 1 2 3 4 5 （人）

Q2.　授業の中で、学校以外の大人（ファシリテーター）との関わりを通して、生徒の成長を感じられた場面

があれば教えてください。（自由記述）

Q3.　フォトオブザベーションをきっかけに生徒全般に見られた変化があれば教えてください。（自由記述）

Q4.　フォトオブザベーションをきっかけに、少数の生徒・特定の生徒に見られた変化があれば教えてください。

（自由記述）

Q5.　教師として、学校として、フォトオブザベーションに学ぶべき点があったとすれば、それは何ですか？（自由記述）

•身近な物・事への関心が高くなった

•他の人が何を見てどう感じたのかを知りたいという知的好奇心が向上したと思います（2人）

•自分の表現した作品が他者に評価されることで自己肯定感が高まった。

•表現の豊かさや交流の際の言語化する力が高まったように感じました。

•自分の作品を説明したいという前向きな気持ちや表現力に磨きがかかった生徒がいました。（2人）

•リーダー性を高めることができたように思う。

•授業では積極的になれない生徒が29日のフォーラムにも自主的に参加するほどに自信をもって発展して

　いったこと。

•表現することの大切さ

•何をどう見てどう感じたか、十人十色が可視化され、表現の自由・面白さがとても伝わったので、教科指

　導や学校教育の中で生かしたい。

•それぞれの時代、学年で見方が変わるのかなと思いました。

•自分の作品が町民の目に触れることで、森町への愛着につながるものになった。

•他人と作品を表現して発表する機会が今までにあまりなく、貴重な経験でした。
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Q7.　その他、改善したほうが良い点や、工夫すべき点があれば教えてください。（自由記述）

•見通しを教師（学校）・子供が持てるとなお良いと思いました。

•「みんなの森町展」で子どもたちの作品を展示していただきましたが、とても素敵なものになっていまし

　たので、一度生徒たち自身が手にとって見られるように学校で展示できたらなぁと思いました。

•フォトオブザベーションをずっとやりつづけられるプログラムがあるとうれしい。

•カメラの性能上、仕方ないが画質が悪いものがあり、もったいない作品があった。

Q8.　講師陣に対して意見や感想、質問などあれば自由にお書きください。（自由記述）

•展覧会で子ども達の作品が並んでいるのは壮観でした。お忙しい中、子ども達のためにありがとうござ

　いました。

•人生において、こんな “おもしろい” 経験はなかなかにできるものではないなと思いました。貴重な機

　会を子ども達に頂き、本当にありがとうございます！！

•とても有り難く思っています。全体に話をしてもらえたら嬉しいです。

•これまでの教育課程ではない体験をすることができ、とても貴重なものとなりました。学校外の方と一

　緒に授業を行うことは生徒にとっても新鮮なものであり、生き生きと活動していました。このような経験

　をさせていただき感謝しています。ありがとうございました。

〈考察〉

　教師達はフォトオブザベーションを高く評価している。特に、作品を通じてグループで話し合ったり、き

ちんと作品に仕立てて、展覧会で発表したりする点に、フォトオブザベーションの他にない教育的効果を

感じている様子が窺える。さらに、外部の大人が関わることで、子ども達が新鮮に取り組めていること、

外部の大人の価値観や教師にはない関わり方が生徒達の枠を広げ、自己肯定感を高め、生徒の中にある

ものを引き出すことにつながっている点を評価している。

　回答してくれた5人の教師の全員がフォトオブザベーションを継続できればという意向を持っているが、

そのうち4人は、「実施上の課題が克服できれば」という留保をつけている。「実施上の課題」が何を意

味するかは確認できていないが、今回の実施に当たっても課題となった授業時間内でのフォトオブザベー

ション向けの時間の確保と、上述の「外部の大人の価値観や教師にはない関わり方」をどう継続的に担

保していけるのかが、「実施上の課題」と認識されているのであろうことは想像に難くない。後者に関して、

今回のワークショップの実施に当たっては、MAU若杉、JRI 井上に加えて4 名のクリエイターがファシリテー

ターとして参加しているが、このような手厚い体制を組み続けることはこちらとしても難しく、今後、継続す

るのであれば、地域の中にボランティア・ファシリテーターを養成するなどの仕組みが求められることは必

至である。

Q6.　今後もこの活動を継続するべきでしょうか？ 

実施上の課題が克服
されれば継続したい

80％

そう思う

20％
そう思わない

0％
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Q7.　その他お気づきの点やご意見など（自由記述）

•人が集まるイベントが持続可能であるとさらにいいと思い

　ます。

•中学生がこども達にとても親切にしてくれました。

•砂原でイベント、とても新鮮で楽しかったです。座れる

　場所がもう少しあるとありがたいです。

•みんな親切で良かったです。

•砂原中の野菜部の研究に興味を持ちました。家庭菜園

　に役立てたいです。

•ありがとうございます。

•せっかくいい場所があるから、継続してほしい。森町に

　は人が多いね～。

•楽しかった

•とっても癒されました。毎年やってください。ありがとう。

•すばらしかったです。ありがとう。

•楽しかったです。

3-2-1　アンケートの結果

　来場者にアンケートを書いてもらったが、沢山の来場者の中でアンケートを渡して回答頂けたのは

66 名であり、このイベントの評価とするにはあまりに制約のあるデータであるが、参考までに集計結

果を記載しておく。

3-2　「みんなの森町展（含マルシェ）」に対する評価

Q1.　来場者の男女比

66 件の回答

66 件の回答

66 件の回答

63件の回答

Q5.　特に満足度の高かったイベント

Q6.　イベント全体の満足度

Q2.　来場者の年代構成

Q3.　来場者の居住地

Q4.　来場人数

34.8%

81.8%

83.3%

65.2%

18.2%

16.7%

男性

森町

満足

10代

１人

50代

30代

３人

70代

女性

森町以外

普通

不満

20代

２人

60代

40代

４人以上

80代

20代
12%70 代

21%
30 代
12%

80 代
1%

10代
5%

60代
12%

40 代
17%50 代

20%

17.5%

6.3%

36.5%

39.7%

（人）

展覧会「みんなの森町展」

中学生の野菜販売・発表

作り手の作品販売・展示

パン・お菓子・コーヒー

縁日

森町の野菜

噴火湾の魚介

0 10 20 30 40 50

１人
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•移住して初めて来ました。このようなイベントがたくさんあると楽しいですね！

•人がたくさん集まり、まちの人たちが楽しそうにしているのが心地良かったです。うらやましいなと

　思いました。

•すごく楽しかったです。

•とても楽しいイベントでした。町のやさしさが伝わってきて森町に魅力を感じました。

•中学生の野菜作りが気になりました。

•来てよかったです。こんなマルシェみたいなのが、もっとあるといいなと思います。

•こどもたちの明るい笑顔がステキでした。

•たのしかったです！！

•場所が分かりにくい。無線放送の日時発信の仕方に課題あり。

•２０周年のイベントを砂原で行っていることに意義を感じました。おつかれ様です。

•毎年やってください！！

〈考察〉

　アンケートをとれたのはごくごく限られた人数だったが、イベント自体の満足度は高く、またこのよ

うなイベントを町民自体が求めていることが窺えた。このほか、来場者から直接伺った反応としては、

今回、会場として使用した倉庫を非常に高く評価している声が多かった。継続的に使用できるようにし、

マルシェなどのイベントをやって欲しいという声が非常に多かった。来場者の居住地が旧砂原町と旧

森町とで区分できていないため、砂原地区の町民の割合は把握できていないが、出展者達に聞いた

ところ、マルシェ参加者は圧倒的に砂原地区の町民が多かったとのことである。砂原地区はスーパー

などがなく、新鮮な野菜や魚介類を買える場所が切実に求められていると言えるだろう。

　中学生のイベントが人気だった。今回、中学生の吹奏楽部による演奏なども案としてはあったが実

現できなかったのが悔やまれる。今後、このようなイベントをする時には、地元中学生の関わりをもっ

と増やしたいところである。

•みんなできれいな風景とかを見たい

•森町の恵みでスパイスカレーをつくるくらし

•駒ヶ岳に登り、温泉で癒される♪

•サイクリングで町を走る　おいしい物を食べる

•森町のおいしい食べ物をずーっと食べたい！

•いぬといっしょにくらす

•ラッキーピエロに通う！暮らし

•釣りを楽しむ！

•砂原にカラオケつくってみんなが遊べる所がいっぱいあるくらし

•ねこに囲まれたい

•ふらっと立ち寄ってぐっ！とくる町へ

•自然を生かした第一次産業を大切に！

•これからも優しさであふれる森町！

•海の体験ツアー　ウニやホタテやお魚

3-2-2  会場での書き込み

図表 23で見た会場の書き込みコーナーに集まったコメント（ポストイットに書き込んで貼り付けられ

たもの）は以下の内容であった。
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•駒ヶ岳一周　電動自転車やマラソン？も

•星をただただ見る会

•こどもたちが笑顔でいっぱい元気にあそべる施設（公園）！

•森町を味わい尽くせる宿泊施設を作りたい！

•駅前にカーシェア　旅人が車で自由に走る！

•砂原⇔森の交通手段がふえてほしい！

•町内外問わず人が集まりたいと思える拠点が欲しい（作りたい）

•この場所をもっと使いたい！

•人口増えるといいね　働く所が沢山あるといいね！

•森町の観光ツアーを企画したい

•地産地消　規格外の商品を売れるマルシェがあったらいいな

•野外映画

•この島田倉庫を活かしたイベント（サウナとか）

•アメ車イベント

•イベントをふやしてほしい

•AIR（アーティストインレジデンス）を森町でやってみてほしいです

•お店をふやしてほしい

•若い子たちが…あそべる場所を作って下さい

•雪まつりを森町でもやってほしい！

•服屋さんをつくってほしい

•町コン

•サバゲー

•水族館

•ビアガーデン

•モールをつくってほしい

•IKEA

•コストコ

•古着屋さん

•モールを立ててほしい！

•ボードゲームカフェ

•トマトおいしかったです

•えび天おいしかったです

•みんな元気！

•なんかうれしくて、やさしくて涙が出る

•今日はとてもいい日♪　元気でラッキー♪

•わたし荒木でーす！

•立派な森町

•さわら中スイちゃんでーす！（亀の絵）

•エルサが大好き　会いたいからきてください！

•さかえる森町

（上記に加えて、魚、ホタテ、木々、サル、アンパンマン、ラッキーピエロ、アヒルなどの絵が描かれていた）
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Q3.　中学生との座談会を聞いて、感じたこと・考えたことを教えてください。（複数回答可）

（人）

中学生の意見が新鮮だった

まちづくりにもっと中学生を参加させるべきだと思った

「もりまち百景」（フォトオブザベーション）は毎年やるべきだと思った

将来を担う世代の考えを知ることができた

今の自分にはないものを中学生は持っている

0 2 4 6 8 10 12 14 16

〈考察〉

展覧会が町民の意識を高揚させていることが伝わってくるコメントが多かった。シビックプライドを高

め、この町に住むことの意味を確認するためにも、展覧会は意義深いとの実感を得た。

　8月29日のフォーラム参加者に対してもアンケートを行った。告知の失敗により参加者が少なく、

参加者は少なかったが、その少ない中からも、19 名からアンケートを回収することができた。アンケー

トの集計結果は以下のとおり。

3-3　フォーラム「森町のこれまでとこれからを話し合おう」に対する評価

Q1.　今回、このフォーラムに参加しようと思ったきっかけを教えてください。（複数回答可）

Q2.　報告会の内容で「良かった」と思った点を教えてください。（複数回答可）

0 2 4 6 8 10 12 14

地域の今後について意⾒交換したかったから

知⼈・関係者に誘われたから

中学⽣の取組みに興味があったから

森町の取り組みに関⼼があったから

（人）

（人）

武蔵野美術大学と日本総研のこれまでの取組みがよく分かった

資料やスライドが参考になった

森町に希望や可能性を感じることができた

森町が進むべき将来の方向性が見えた

0 2 4 6 8 10 12 14

地域の魅力や可能性を再認識できた

自分もできることがあると感じた

森町の課題について理解が深まった

他の参加者の意見から学があった

森町で色 な々取組みが始まっていることを知った
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Q4.　今回の参加を通して、新たな「気づき」や「発見」がありましたか。（複数回答可）

Q5　全体を通しての感想・ご意見・ご要望をお聞かせください。（自由記述欄）

•なにもないことはない。そのことをもう一度思い出しました。

•フォトオブザベーション、縄文でやっても面白いかと思いました。

•もっと多くの森町民に参加してもらいたいので、もう少し早めに案内するなどの工夫を考えるのはど

　うか。

•自律性を育てる手段とは？今日の参加状況のさびしさから、それが大事と思う。行政や教育の役割を聞

　きたかった。

•フォトオブザベーションは面白かった。

•沢山の方に聞いてほしいと思います。学校祭、文化祭でも展示できれば、町の方へもっと届くのかと

　思います。素敵な時間をありがとうございました。

〈考察〉

　フォーラムは、参加者には好意的に受け止められている。とりわけ、Q4で「地域の魅力や可能性を

再認識できた」と答えた方が多かったことは良かった。また、森町の未来を担う中学生の意見を新鮮

に感じ、まちづくりに中学生を参加させるべきだという感想を持つ人が多かったことも、「森町のこれか

ら」をタイトルに冠したフォーラムの意味を果たせたと思う。

　一方で、集客は完全に失敗しており、その点に関しては、「もっと多くの方に聞いて欲しかった」「もっ

と早くから周知すべきだったのでは」との意見が寄せられている。町長も中学生も参加するイベントな

のに、一般の人がほとんど参加していなかったのは完全に失敗である。少なくとも舞台に上がる中学

生の親達は来るだろうと思っていたが、当の親からは、「親が参加して良いイベントと思わなかった。そ

ういう場ならそう言ってくれれば参加したのに」と苦言を呈されてしまった。集客・告知に関しては、

今後に向けた課題としたい。

（人）

地域の魅力や可能性を再認識できた

自分もできることがあると感じた

森町の課題について理解が深まった

他の参加者の意見から学があった

森町で色 な々取組みが始まっていることを知った

0 2 4 6 8 10 12 14
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「みんなの森町展」で「みんなの森町展」で
展示した展示したパネルの内容パネルの内容
2025 年 8月30日から9月6日まで、砂原地区の大
ト島田倉庫で開催した「みんなの森町展」で展示した
展覧会で展示したパネルの内容をここに再掲する。

 第二部
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森中学校・砂原中学校の 2 年生による
フォトオブザベーション（写真観察・表現・対話）

を活用した森町の魅力探求活動の記録

2025年度作品集
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もりまち百景 2025 年度 作品集
発行：令和７年８月３０日
主催：北海道森町
共催：武蔵野美術大学、株式会社日本総合研究所

参加スタッフ
・ワークショップ講師
　若杉 浩一  (武蔵野美術大学)
　井上 岳一  (株式会社日本総合研究所)
　原田 泰      (株式会社デザインコンパス)
　小川 航輝  (森町地域おこし協力隊)
　春澤 栞      (森町地域おこし協力隊)
　松浦 侑生  (森町地域おこし協力隊)
・ポスター監修
　譚 林宣      (株式会社日本総合研究所)
・ポスター制作
　陳 哲弘
　任 宇恒
　阮 麗瀅
　劉 丁源
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担当の先生方からのメッセージ

生徒たちの表現には驚くほどの豊かさがあり、大人では気づかないような新鮮
な視点や発見が多く見られました。ワークショップを繰り返す中で、そうした
気づきや感じたことを自分の言葉で表現する力も次第に高まっていきました。
最初はうまく言葉にできなかった生徒も、回を重ねるごとに自信を持って発言
できるようになり、互いの意見に耳を傾けながら新たな視点を得る姿が印象的
でした。
こうした経験を通して、表現力だけでなく、考える力や他者との関わり方につ
いても成長が見られ、とても貴重な学びとなりました。

森中学校　教諭　塩俵 綾香

最初は「何を撮ればいいのか分からない」「うまく言葉にできない」と戸惑っ
ていた生徒たちも、フォトオブザベーションの授業を重ねるうちに、少しずつ
変化していきました。身近な風景や物の中に自分だけの視点を見つけ、写真に
込めた思いを言葉で表現する力が育ってきています。写真を通して「感じる」
ことの大切さを知り、言葉にすることで自分の考えを整理し、他者と共有する
喜びも味わっています。表現することに自信をもち始めた生徒たちの姿に、学
びの深まりと成長を感じます。

砂原中学校　校長　田中 登
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森中学校
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青山 柚来
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石黒 美月
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岩谷 陸翔
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上平 柊希
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岡嶋 隼士
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金澤 そら
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金谷 茜音
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川端 あかり
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久保田 乃愛
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黒滝 呼来
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小池 羽琥
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小杉 妃彩
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櫻田 詠士
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佐藤 光陽
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佐藤 龍生
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塩谷 悠良
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髙田 愛夢
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高山 連
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千葉 心子

-「みんなの森町展」で展示したパネルの内容 -76



中澤 駿
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長畑 冴
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中村 龍聖
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成田 百加
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西村 佑都
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丹羽 峻己
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花田 莉緒菜
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藤野 茶子
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本間 愛音
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三浦 蓮飛
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水嶋 莉雅
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三好 凛太郎
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吉川 愛梨
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吉田 慧伊
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相澤 心優
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青山 航大
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東 翔祐
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東 大夢
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東谷 虎太郎
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阿部 咲月
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市谷 愛夏
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太田 涼鈴
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大森 陽
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落合 拓
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金澤 蓮花
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菊地 銀次朗
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木村 希空
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久保田 乃愛
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齋藤 ひな子
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酒井 璃佑
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佐々木 翔海
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佐藤 皓夏
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白石 ひかる
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進藤 瑛斗
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鈴木 健
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其田 卓也
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髙 夏音
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高野 映志
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田中 脩斗
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田中 麗
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西川 莉胡
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長谷川 奨
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羽立 悠
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平井 音緒
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蒔田 優心
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宮腰 皓早
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山根 真琴
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吉田 悠伊
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金澤 春斗
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小坂 暁
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砂原中学校
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荒木 和人
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荒木 好誠
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荒谷 哩穂
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石田 彩羽
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岩井 琉悟
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小川 結菜
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角 陽向
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木村 朱花
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工藤 理久
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熊川 希望
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坂本 偉政
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坂本 雫月
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坂本 菜乃
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佐川 駿
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佐藤 吏貢
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佐藤 瑠奈
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澤田 莉心
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竹中 陽玖
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丹羽 つばき
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松村 香凛
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三浦 颯太
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三好 苺花
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村上 雅
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盛田 愛菜
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山本 岳
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新町誕生20周年記念事業 
共に描く森町のこれから 
私の未来、私達の未来、森町の未来 
事業実施報告書

発行日：令和７年１１月１５日
発行：武蔵野美術大学
テキスト：井上岳一 
デザイン：譚林宣
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